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AV情報

■ New Education Expo 2016─未来の教育
を考える─
　New Education Expo 2016実行委員会（（株）
内田洋行他）主催により、標記セミナーと展示会
が開催される。

〈日程〉　平成28年６月２日（木）〜４日（土）（東
京会場）、６月17日（金）・18日（土）（大阪会場）

〈会場〉　東京ファッションタウンビル（東京都江
東区有明3-1）、大阪マーチャンダイズ・マート（大
阪市中央区大手前1-7-31）※サテライト会場を札幌、
旭川、仙台、名古屋、広島、福岡に設け、東京会
場開催のセミナーを配信し受講可能とする予定。

〈内容〉　教育業界における最新のトレンドと教育
現場の活用事例をテーマの中心に講演、先進的な
実践事例発表、教材・教具、電子黒板、デジタル
教科書等の展示など。

〈問い合わせ先〉　New Education Expo実行委員
会事務局（株）内田洋行　教育総合研究所内
TEL 03-5634-6397　

■平成28年度教育映像祭「優秀映像教材選奨」および
　「全国自作視聴覚教材コンクール」作品募集開始
　�日本視聴覚教育協会では、文部科学省後援（申請中）により、
標記優秀映像教材選奨（写真）と標記コンクールの作品募集を
開始した。「平成28年度優秀映像教材選奨」（27頁）は、1954
（昭和29）年より、「平成28年度全国自作視聴覚教材コンクー
ル」（18頁）は、本年で43回を数える。募集内容は、各頁をご
参照、または、http://www.javea.or.jp/　にアクセスのこと。

■ 技研公開2016
　ＮＨＫ放送技術研究所では、「進化が続く放送
技術を体感」をテーマに研究所を公開する。

〈日時〉　平成28年５月26日（木）〜 29日（日）
10：00〜17：00※入場は終了30分前まで。

〈会場〉　ＮＨＫ放送技術研究所（東京都世田谷区
砧1-10-11）

〈内容〉　５つの技術、①進化が続く「スーパーハ
イビジョン」、②新しい放送サービスを提案する

「インターネット活用技術」、③人と社会をつなぐ
コンテンツ制作技術「スマートプロダクション」、
④自然な立体映像の実現に向けた「立体テレビ」、
⑤最新の研究を支える「次世代デバイス」を中心
に、27項目の研究開発成果を展示。8K大画面上
映や、講演「映像×メディア×技術の進展による
放送への期待」、特別発表「テレビとネット動画、
人々はどう使い分けているか─動画利用の実態と
今後─」など。

〈問い合わせ先〉　ＮＨＫ代表
TEL 03-3465-1111
■ 学術情報基盤 オープンフォーラム2016
　国立情報学研究所（NII）では、「─共に考え共

写真・昨年の教育映像祭・表彰式の様子
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に創る学術情報基盤を─」をテーマに標記フォー
ラムを開催する。

〈日程〉　平成28年５月25日（水）〜 27日（金）
〈会場〉　学術総合センター（東京都千代田区一ツ
橋2-1-2）

〈内容〉　国立情報学研究所が構築・運用する新学
術情報ネットワーク（SINET5）について「学認
クラウド：クラウド導入・利活用支援」、「SINET5
これからのはなし：セキュリティサービスへの要
望」、「NII学術コンテンツサービスの最前線」等
を議論する。詳細は、
http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2016/
を参照のこと。

〈問い合わせ先〉　国立情報学研究所 学術基盤課 
フォーラム担当　MAIL openforum@nii.ac.jp
■ Interop Tokyo 2016
　「Think out of the box─創造力と技術で生みだ
す未知なる社会─」をテーマに、最先端の情報通
信関連の専門イベントが、（一財）インターネット
協会他の運営により開催される。

〈日時〉　平成28年６月８日（水）10：30〜18：00、
９日（木）10：00〜18：00、10日（金）10：00〜17：00

〈会場〉　幕張メッセ（千葉市美浜区中瀬2-1）
〈内容〉　グローバルな視点で見た今後のICT活用
の方向性を示す基調講演や出展企業各社が提供す
る機器と技術の結集による近未来ネットワーク

「ShowNet」を会場内に構築した展示等。なお、デ
ジタルメディアを活用した技術にフォーカスする

「Connected Media Tokyo2016」、デジタルサイネ
ージの最新技術紹介「デジタルサイネージジャパ
ン2016」、空間情報の活用「ロケーションビジネ
スジャパン2016」、さまざまなアプリケーション
を紹介する「APPS　JAPAN 2016」も併催される。

〈問い合わせ先〉　Interop Tokyo 2016　事務局
MAIL june-info@f2ff.jp

コンクール情報

■ 映文連アワード2016
　短編映像業界の活性化を図るとともに、次世代
を担う新しい才能を発掘し、映像業界のインキュ
ベータとしての機能を担うことを趣旨に、（公社）
映像文化製作者連盟では標記アワードの作品を募

５．職能教育部門
　【教育映像】
６．児童劇・動画部門
　【教育映像】
７．教養部門
　【教育映像】
※１社の参加本数は、【教育映像】は制限なし。【教
育デジタルコンテンツ】は、それぞれ３本以内。

〈参加資格（各部門共通）〉　平成27年６月１日〜
平成28年５月31日までに完成し、一般に市販さ
れるもの。

〈表彰（各部門共通）〉　○最優秀作品賞（文部科
学大臣賞、日本視聴覚教育協会会長賞）○優秀作
品賞（日本視聴覚教育協会会長賞）

〈締切〉　平成28年６月１日（水）までに、出品
申込書と併せて、作品を申し込むこと。詳細は、
下記を参照のこと。
http://www.javea.or.jp/festival/index.html

〈問い合わせ先〉　（一財）日本視聴覚教育協会
TEL 03-3431-2186

協会情報

■「平成28年度教育映像祭　優秀映像教材選奨」
募集開始
　日本視聴覚教育協会主催による標記選奨は「教
育に利用される映像教材の制作と利用の向上進展
を図る」ことを目的に開催される。
　小学校（幼稚園含）、中学校、高等学校部門に
おいては、【教育映像】（映画・DVD等）及び【教
育デジタルコンテンツ】（コンピュータソフトウ
ェア）の別により審査を行う。社会教育部門、職
能教育部門、児童劇・動画部門、教養部門は、【教
育映像】のみとする。

〈部門〉
１．小学校（幼稚園含）部門
　【教育映像】・【教育デジタルコンテンツ】
２．中学校部門
　【教育映像】・【教育デジタルコンテンツ】
３．高等学校部門
　【教育映像】・【教育デジタルコンテンツ】
４．社会教育部門
　【教育映像】（家庭生活向・市民生活向）
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集している。
〈応募要件〉　平成27年４月１日〜平成28年３月
31日までに完成した作品。作品の上映時間は原
則として60分以内。メディア・手法は、映画・
ビデオ、テレビ番組（地上波テレビ番組以外）、
アニメーション、CG、インタラクティブWeb動画、
展示映像、モバイル。

〈部門〉　○コーポレート・コミュニケーション部
門、○ソーシャル・コミュニケーション部門、○
パーソナル・コミュニケーション部門

〈作品の形態〉　DVDまたはBlu-ray、インタラク
ティブWeb動画等はDVDまたはCD-ROMを原則。

〈賞〉　最優秀作品賞（グランプリ）、文部科学大
臣賞、経済産業大臣賞　各１点他。

〈締切〉　平成28年５月31日（火）消印有効。
〈問い合わせ先〉　（公社）映像文化製作者連盟
TEL 03-3662-0236

学会情報

■ 高等教育における教育方法・FD・IR ／情報
教育／一般
　日本教育工学会では、高等教育における教育方
法や情報教育をテーマに標記研究会を開催する。

〈日程〉　平成28年５月21日（土）
〈会場〉　大阪大学豊中キャンパス（大阪府豊中市
待兼山町）

〈内容〉　アクティブ・ラーニング、反転授業とい
った学生中心型の教育方法、IRや学修成果の可視
化など高等教育における教育方法や教育改善に関
して、また、ネットいじめや情報モラル、情報リ
テラシー、プログラミングなどをテーマとした発表。

〈問い合わせ先〉　日本教育工学研究会幹事
MAIL study-group-core@jset.gr.jp
■ 日本映像学会第42回大会
　日本映像学会では、「映像教育の可能性につい
て─創作と研究の二面から」（仮）をテーマに標
記大会を開催する。

〈日時〉　平成28年５月28日（土）13：00〜20：00、
29日（日）10：00〜18：00

〈会場〉　日本映画大学白山キャンパス（川崎市麻
生区白山2-1-1）

〈内容〉　シンポジウム、研究発表・作品発表等。
〈問い合わせ先〉　日本映像学会第42回大会実行
委員会事務局　日本映画大学白山キャンパス内
TEL 044-328-9123

文部科学省選定作品

■３月選定　紙紙しばい／D DVD
特選「ふたりの桃源郷」 D 90分〈青年・成人・
家庭〉山口放送（株）

「とっしん　とっしん　とっしんた！」紙 12枚〈幼
稚園・小学校低学年／幼児、教養〉（株）童心社

「なんで　はしってるの？」紙８枚〈幼児、教養〉
（株）童心社
「火

か

災
さい

から人を守る　町を守る　消
しょうぼう

防しょのはたら
き」D 20分〈小学校中・高学年、特別活動／少年、
地域社会生活（災害予防・対策）〉（株）映学社

「ねこだって土佐日記」D 17分〈少年、教養・情
操（文学）〉羽衣国際大学現代社会学部

「サンマとカタール　女川つながる人々」D 73分
〈青年・成人、教養〉（株）平成プロジェクト
映像作品等選定一覧の詳細は、下記を参照のこと。
http://www.mext.go.jp/ａ_menu/shougai/movie/
main9_a1.htm

寄贈図書資料

「全国生涯学習ネットワークフォーラム2015福
島大会報告書」2016年３月、A4判103頁、全国
生涯学習ネットワークフォーラム2015福島大会
実行委員会

「大会要項　第41回全日本教育工学　富山大会研
究協議会全国大会」2016年３月、A4判131頁、
日本教育工学協会

短信

■ 文部科学省生涯学習政策局情報教育課の異動
平成28年４月６日付
○内閣官房教育再生実行会議担当室主査　細野蔵
氏→庶務係（併）メディア係長
平成28年４月11日付
○育児休業　松本眞氏→課長補佐
■ パイオニアVC株式会社は、本社を下記住所
へ移転した。
〒141-0032　東京都品川区上大崎2-25-2新目黒
東急ビル14F
TEL 03-6867-1080（代表）
FAX 03-6867-1081


